





























ない、以上 3項目とし、これらをすべて満たす 48症例を対象とした。 
方法：当施設でコンベックス型 EUS 観察を導入した後に診断した一過性






結果：一過性胆管炎と診断された全例に EUS 観察を行い、48 例中 10 例
（20.8％）に総胆管結石を認め、当日あるいは後日 ERCPを施行し 10例
全例に内視鏡的胆石除去術を施行した。EUS 観察により総胆管結石を認
めなかった 38 例（79.2％）は、入院中の ERCPを回避することが出来た。 
参考として、コンベックス型 EUS を導入する前の 2年間で一過性胆管炎
と診断された症例に関して検討したところ、症例数は 29 例であった。
ERCPを 29例全例に施行しており、5 例（17.2％）に総胆管結石を認め、
内視鏡的胆道結石除去術を行っていた。 
結論：EUS 観察により他の検査では指摘困難な小結石を検出することができ、
ERCPが必要な症例を限定しえた。 
